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昨年の集会デモ行進

講
演
、行
動
提
起
、デ
モ
行
進

▼
２
０
１
２
年
夏
、
高
知
市

の
「
山
原
健
二
郎
資
料
室
」
に

伺
っ
た
。
日
曜
市
国
会
報
告

１
０
０
０
回
記
念
誌
を
読
み
、

土
佐
の
歴
史
か
ら
語
り
は
じ
め
、

そ
の
闘
い
の
延
長
線
上
に
自
ら

の
闘
い
を
重
ね
合
わ
せ
、
街
頭

宣
伝
に
立
ち
続
け
て
き
た
姿
に

感
動
し
た
。
い
ま
何
を
す
る
べ

き
な
の
か
、
何
が
出
来
て
い
る

の
か
を
振
り
返
り
、
山
原
の
真

っ
正
直
に
人
民
の
た
め
に
闘
い

抜
い
た
崇
高
さ
に
、
泪
が
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
▼
津
軽
に
小
作

人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
津
川

武
一
は
、
東
京
帝
大
医
学
部
に

進
学
し
、
治
安
維
持
法
で
逮
捕

さ
れ
退
学
と
な
っ
た
が
、
戦
後

民
主
医
療
の
発
展
と
民
主
文
学

に
力
を
尽
く
し
、
東
北
初
の
共

産
党
代
議
士
に
当
選
し
た
。
▼

両
者
に
共
通
す
る
も
の
は
、
常

に
学
び
続
け
る
中
で
獲
得
さ
れ

た
謙
虚
さ
と
、
歴
史
の
発
展
へ

の
揺
る
ぎ
な
い
確
信
が
生
み
出

す
不
屈
性
、
そ
し
て
人
民
に
対

す
る
限
り
な
い
連
帯
性
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
が
ど
ん
な
立
場

の
人
に
も
常
に
分
け
隔
て
な
く

平
常
心
で
語
り
、
人
々
を
魅
了

し
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
▼
自

ら
の
お
も
い
と
、
自
ら
の
置
か

れ
て
い
る
情
勢
の
交
差
す
る
所

に
、
自
ら
の
歴
史
的
使
命
が
あ

り
、
そ
の
使
命
を
意
識
し
て
生

き
る
こ
と
こ
そ
が
、
自
ら
の
人

生
で
あ
り
、
自
由
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
▼
山
原
と
津
川
、
強

靭
な
反
骨
精
神
と
揺
る
ぎ
な
い

民
主
主
義
精
神
、「
い
ご
っ
そ

う
」「
じ
ょ
っ
ぱ
り
」を
体
現
し

た
、私
に
と
っ
て
の
生
き
る「
基

準
」
で
あ
る
。　
（
奥
村　

榮
）

八
戸
で
も
集
会

な
く
せ
！
原
発
・

核
燃
三
八
連
絡
会

地域労連が春闘学習会
～東青、三八、下北～

　

奥
村
榮
県
共
闘
会
議
議
長

（
県
労
連
議
長
）が
主
催
者
挨

拶
。低
賃
金
と
雇
用
悪
化
が
激

化
、非
正
規
労
働
者
の
急
増
が

貧
困
と
格
差
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
こ
と
や
、国
民
全
体
が
疲

弊
し
た
原
因
と
責
任
所
在
に
言

及
。ア
メ
リ
カ
追
随
と
大
企
業

優
遇
政
治
を
正
す
闘
い
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、渡
邊
正
道
全
労
連

事
務
局
次
長
が
１
時
間
に
わ

た
っ
て
講
演
。「
憲
法
が
い
き
る

安
全
・
安
心
社
会
実
現
め
ざ
す
」

と
題
し
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
い
説
明
。13
春
闘
の
焦
点
と

し
て
「
大
企
業
の
横
暴
に
総
反

撃
」「
改
憲
と
新
自
由
主
義
・
構

造
改
革
路
線
の
安
倍
内
閣
の
危

険
な
姿
勢
を
追
及
」「
企
業
内
労

働
組
合
主
義
の
弱
点
克
服
」の

３
点
を
指
摘
。労
働
者
・
国
民
の

　
〝
デ
フ
レ
不
況
の
克
服
は
、
賃
上
げ
と
安
定
雇
用
で
こ
そ
〞
の

声
高
く
、
13
春
闘
青
森
県
共
闘
会
議
は
２
月
23
日
（
土
）
午
後
、

県
労
働
福
祉
会
館
を
会
場
に
「
春
闘
勝
利
決
起
集
会
」
を
開
催
。

数
日
来
の
大
雪
と
吹
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
90
名
が
参
加
。
凍
て

つ
く
寒
さ
と
猛
吹
雪
の
中
、
デ
モ
行
進
も
実
施
し
ま
し
た
。

13
春
闘
勝
利
決
起
集
会

さようなら原発・核燃

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
満
２

年
。
全
国
一
斉
行
動
に
合
わ
せ

て
、
県
内
53
団
体
と
個
人
で
つ

く
る
「
な
く
そ
う
原
発
・
核
燃

あ
お
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主

催
の
県
集
会
が
目
前
で
す
。
日

時
＝
３
月
10
日
（
日
）
午
後
０

時
30
分
か
ら
、
会
場
＝
青
森
駅

　

県
労
連

か
ら
提
起

を
受
け
、

２
月
25
日

現
在
で

「
春
闘
学

習
会
」
を
３
地
域
労
連
が
開
催

し
ま
し
た
。

　

東
青
労
連
は
２
月
15
日
、
県

教
育
会
館
会
議
室
で
参
加
者
は

15
名
。
講
師
は
今
県
労
連
副
議

長
が
努
め
ま
し
た
。
２
０
０
７

年
に
一
度
は
政
権
を
投
げ
出
し

前
広
場
。
集
会

名
は
「
さ
よ
う

な
ら
原
発
・
核

燃
『
3
・
11
』

青
森
集
会
」。

　

当
日
は
「
さ

よ
う
な
ら
原
発

１
０
０
０
万
人

ア
ク
シ
ョ
ン
」

の
呼
び
か
け
人

た
安
倍
内
閣
の
復
活
は
、
帝
国

憲
法
へ
の
回
帰
を
標
榜
す
る
極

め
て
危
険
な
重
大
局
面
を
迎
え

て
い
る
こ
と
。
帰
趨
は
、
今
年

７
月
の
参
院
選
の
結
果
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
。

　

下
北
地
区
労
連
は
19
日
に
下

北
教
育
会
館
を
会
場
に
、
猛
吹

雪
の
中
、
５
名
が
参
加
。
県
労

連
田
中
事
務
局
長
の
話
し
に
耳

を
傾
け
、
情
勢
を
学
習
。
３
月

10
日
の
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
・

核
燃
青
森
集
会
」
成
功
の
た
め

に
も
全
力
を
尽
く
そ
う
と
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

　

三
八
地
労
連
は
20
日
、
三
八

教
育
会
館
に
10
名
が
参
加
。
県

労
連
田
中
事
務
局
長
が
問
題
提

起
。
春
闘
情
勢
と
課
題
を
深
め

ま
し
た
。
年
金
受
給
年
齢
の
延

長
問
題
、
公
務
員
賃
金
・
退
職

手
当
削
減
問
題
に
怒
り
を
共
有

し
ま
し
た
。

生
活
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、

仕
事
と
地
域
経
済
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
地
域
で
市
民
運
動
的
に
協

同
行
動
を
重
視
す
る
春
闘
に
し

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

田
中
清
治
事
務
局
長
が
行

動
を
提
起
。「
賃
上
げ
・
最
賃
引

き
上
げ
」「
公
務
員
賃
金
・
退
職

金
削
減
阻
止
」「
消
費
税
増
税
阻

止
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」「
生
活

保
護
基
準
引
下
げ
・
社
会
保
障

改
悪
反
対
」「
な
く
せ
原
発
・
核

燃
」「
改
憲
・
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

反
対
、安
保
廃
棄
」を
重
点
課
題

に
あ
げ
ま
し
た
。県
労
連
と
し

て
、要
請
文
を
持
ち
県
内
の
主

な
５
つ
の
経
営
者
団
体
と
懇
談

を
実
施
し
た
こ
と
を
紹
介
。

　

県
医
労
連
、県
高
教
組
、県
国

公
の
決
意
表
明
の
あ
と
、木
村

繁
高
副
議
長
発
声
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
閉
会
。閉

会
後
は
猛
吹
雪
を
つ
い
て
繁
華

街
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

の
１
人
、
鎌
田
慧
氏
の
ミ
ニ
講

演
、
デ
モ
行
進
、
県
庁
包
囲
行

動
を
予
定
。
集
会
に
先
立
ち
、

午
前
10
時
か
ら
繁
華
街
で
街

宣
・
署
名
活
動
も
行
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
で
広
く
宣

伝
。
記
者
会
見
を
行
う
な
ど
、

昨
年
を
上
回
る
２
千
名
を
目
標

に
全
力
で
奮
闘
中
で
す
。（
県

労
連
200
名
）

　

日
本
の
原
子
力
施
設
が
集
中

立
地
し
て
い
る
青
森
県
。
県
民

多
数
の
参
加
で
大
成
功
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
！

　
「
な
く
せ
！
原
発
・
核
燃

三
八
連
絡
会
」
主
催
の
集
会
と

行
動
が
同
日
の
午
前
10
時
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
。
被
災
地
復
興
、

原
発
ゼ
ロ
、
核
燃
中
止
を
求
め

る
報
告
と
発
言
。
会
場
は
「
は

っ
ち
」
５
階
。
集
会
後
、
パ
レ

ー
ド
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

猛吹雪の中をデモ行進。市民にアピール

三八地労連の学習会

会場＝駅前広場 日時＝3月10日12時30分～
「３・11」青森集会を成功させよう！

県 春 闘
共闘会議



2013年３月５日（第 3種郵便物認可）第 270号 この機関誌は再生紙を使用しています。

E-mail：ao110@kenrouren.jp　　　FAX  017 － 729 － 2186　　　HP：http://aomorikenroren.web.fc2.com/

第
268
回

ま
ち
が
い

さ
が
し

賃
上
げ
、
雇
用
　
ど
な
　

を
要
請

青森市内繁華街で署名活動

県経営者協会との懇談

一橋大名誉教授の渡辺治氏

県労連

TPP交渉参加反対
運動の共同を要請

憲法講演会に350名

憲法ネット

改
憲
の
動
き
に
反
撃

街
宣
、署
名
集
め
開
始

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
４
月
15
日

●
発
表
＝
５
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
ー

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
ー
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
268

回
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
係
ま
で
。

　

第
266
回
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》

①
着
物

②
髪
飾
り

③
花

④
皿

⑤
セ
ー
タ
ー

⑥
左
の
座
布
団

⑦
ネ
コ

《
当
選
者
》

26
通
の
応
募
で
22
通
正
解
で

　
雪
の
た
め
に

仕
事
が
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。（
坂

本
豊
・
東
青
農
民
組
合
）

　
１
日
中
雪
片
づ
け
で

大
変
。（
市
ノ
渡
明
美
・
サ
ン

ヨ
ー
支
部
）

　
今
年
も
ヨ
ロ
シ
ク
�

（
柳
谷
道
弘
・
県
国
公
）

　
雪
片
づ
け
で

身
体
が
痛
い
〜
。（
建
交
労
・
中

村
龍
平
）

　
休
日
は
雪
片
づ
け
デ
�

で
す
。（
檜
山
康
博
・
学
習
協
）

　
今
年
も
出
来
る
だ
け

活
動
の
お
手
伝
い
を
。（
村
田

稔
・
年
金
者
組
合
）

　
雪
片
づ
け
を
ダ
イ
エ
�
ト

だ
と
思
い
励
み
ま
す
。（
三
上
ひ

ろ
み
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
﹃
東
京
家
族
﹄
を

夫
と
観
ま
し
た
。（
松
島
恵
美

子
・
高
教
組
）

　
冬
の
訪
問
介
護

移
動
時
間
を
考
慮
し
て
貰
え
ず

空
し
い
。（
匿
名
・
ひ
だ
ま
り
ユ

ニ
オ
ン
）

　
釜
臥
山
ス
キ
�
場
�

見
上
げ
れ
ば
レ
ー
ダ
ー
、見
下

ろ
せ
ば
新
型
護
衛
艦
。（
久
保
田

栄
美
・
県
教
組
）

　
夫
が
倒
れ
�

雪
片
づ
け
は
私
の
仕
事
に
。（
千

葉
三
千
代
・
年
金
者
組
合
）

　
読
書
は
も
�
ぱ
ら

図
書
館
利
用
で
す
。（
工
藤
哲

子
・
年
金
者
組
合
）

　
﹃
東
京
家
族
﹄
観
ま
し
た
�

（
坪
美
智
子
・
サ
ン
ヨ
ー
支
部
）

　
窓
辺
の
沈
丁
花
が

咲
い
た
。春
は
も
う
す
ぐ
。（
宇

部
好
子
・
県
教
組
）

　
間
違
い
探
し
に

応
募
し
ま
す
。（
田
村
儀
則
・
高

教
組
）

　
朝
日
新
聞
も

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
も
観
る
の
を

辞
め
た
。（
長
内
一
・
建
交
労
）

　
間
違
い
探
し
に

初
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
。（
岡
本

猛
・
年
金
者
組
合
）

　
元
旦
�
雪
山
道
を

10
㎞
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。悪
政
に
立

ち
向
か
う
決
意
新
た
。（
釜
萢

勉
・
年
金
者
組
合
）

経
営
者
５
団
体
と
懇
談

　

懇
談
相
手
は
県
経

営
者
協
会
、県
商
工

会
議
所
連
合
会
、県

商
工
会
連
合
会
、県

中
小
企
業
家
同
友
会
、

県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
５
団
体
。デ

フ
レ
不
況
克
服
の
た

め
に
は
大
企
業
の
内

部
留
保
を
取
り
崩
し

て
賃
上
げ
、雇
用
、下

請
け
単
価
へ
の
反
映

が
絶
対
条
件
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

　

訴
え
に
一
定
の
理
解
を
示
す

と
と
も
に
、青
森
県
経
済
は
決

し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
な

く
「
雇
用
も
賃
金
も
難
し
い
」

と
の
懸
念
表
明
の
一
方
、機
会

を
と
ら
え
て
各
経
営
者
に
伝
え

る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
非
正
規

一
辺
倒
か
ら
「
正
社
員
を
採
用

し
て
育
て
て
い
く
、教
育
で
社

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
必
要
」「
地
場
の
企
業
育
成

に
力
を
注
い
で
い
く
」と
い
う

展
望
を
示
し
ま
し
た
。最
後
に
、

今
後
も
懇
談
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で

す
。
松
島
恵
美
子

（
高
教
組
）、
工
藤

哲
子
（
年
金
者
組

合
）、
中
村
龍
平

（
建
交
労
）、
檜
山

康
博
（
学
習
協
）、

葛
巻
千
津
子
（
サ

ン
ヨ
ー
ソ
ー
イ
ン

グ
支
部
）

は
改
憲
問
題
が
重
大
な
争
点
に

な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

　

憲
法
ネ
ッ
ト
で
は
、
３
月
20

日
午
後
２
時
か
ら
県
教
育
会
館

会
議
室
で
年
次
総
会
と
学
習
会

を
計
画
。〝
９
条
守
れ
〞
の
運

動
を
急
速
に
強
化
し
て
行
こ
う

と
意
思
統
一
。
県
内
各
地
域
で

の
早
急
な
積
極
的
行
動
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

県
労
連
な
ど
26
団
体
で
構
成

す
る
「
戦
争
い
や
だ　

憲
法
を

守
れ
！
県
民
の
会
」（
略
称
・

憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お
も
り
）
は
、

２
月
６
日
を
皮
切
り
に
、
当
面

７
月
ま
で
月
１
回
の
青
森
市
内

街
宣
を
開
始
。
広
く
署
名
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
先
の
衆
院
選
に
続

い
て
、
参
院
選
で
も
改
憲
勢
力

が
多
数
を
握
り
、
日
本
を
〝
戦

争
を
す
る
〞
国
へ
と
変
質
さ
せ

よ
う
と
い
う
危
険
な
動
き
に
反

撃
す
る
行
動
。
夏
の
参
院
選
で

　
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
論
外
」を
主
張
す
る
大
企
業
。こ
れ
に
対
し「
デ

フ
レ
不
況
脱
却
に
は
賃
上
げ
や
雇
用
環
境
改
善
こ
そ
必
要
」
の
世

論
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
県
労
連
は
、
13
春
闘
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
２
月
15
日
と
19
日
に
県
内
の
主
な
経
営
者
団
体
と

懇
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
労
連
も

参
加
し
て
い

る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反

対
県
実
行
委
員

会
」
は
２
月
６

日
、
Ｊ
Ａ
青
森

中
央
会
、
県
医

師
会
、
県
生
協

連
の
３
団
体
に

要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
内

容
は
、
色
々
な

形
で
の
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
反
対
運
動
や
、
県
内
自
治
体

に
県
実
行
員
会
が
議
会
請
願
し

て
い
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の

意
見
書
を
求
め
る
請
願
」
を
参

考
に
３
団
体
で
取
り
組
ん
で
頂

く
協
力
協
同
の
要
請
。

　

３
団
体
と
も
当
初
か
ら
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
は
反
対
の
意

向
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
学
習
会
や
集
会
、
請
願

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
協
力
協

同
の
取
り
組
み
に
は
、
具
体
的

な
合
意
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
の
運
動
の
足
掛
か

り
を
築
き
ま
し
た
。

　

県
九
条

の
会
（
代

表
世
話

人
・
金
澤

茂
）
は
２

月
３
日
、

弘
前
文
化

セ
ン
タ
ー

を
会
場
に

「
安
倍
政

権
下
で
政

治
と
憲
法

は
ど
う
な

る
か
」
と

題
し
、
憲
法
問
題
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
一
橋
大

学
名
誉
教
授
の
渡
辺
治
氏
。
参

加
者
数
は
350
人
で
し
た
。

　

先
の
総
選
挙
で
の
自
民
党
圧

勝
の
要
因
を
詳
し
く
分
析
。
国

民
の
支
持
で
は
な
く
、
民
主
党

へ
の
失
望
と
小
選
挙
制
度
が
も

た
ら
し
た
脆
弱
な
基
盤
の
政
権

で
、
大
企
業
と
ア
メ
リ
カ
優
先

の
更
な
る
新
自
由
主
義
・
構
造

改
革
路
線
を
推
進
の
た
め
、
国

民
と
の
矛
盾
は
一
層
強
ま
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
夏
の
参
院

選
で
も
改
憲
派
が
多
数
に
な
れ

ば
改
憲
の
動
き

は
最
大
の
危
機

に
直
面
。
こ
れ

を
阻
む
に
は
９

条
を
守
る
一
点

で
、
保
守
層
を

も
巻
き
込
ん
だ

国
民
総
ぐ
る
み

の
運
動
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し

た
。

「９条守る」一点で
　　　　　  国民総ぐるみ運動を


